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お客様 • p ぶ売店様 • 特約店様用 


壁掛けユニット 


取扱説明書 

お買い上げいただをありびとうございます。 


お客様へ 

ホ製品の取り付けロホ、確実な作業び必要になりまず。必ず、販売店や工事 
店に依頼して、安全性に充分考慮して確実な取り付けを行つてくださし、。 


—等化 I 安全のためのを意事項を守らないと、 
言 口 I 火災や人身事故になることびありまず。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取 
り扱いかたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのうえ、 
製品をを全にお使いください。お読みになったあとは、いつでち見 
られるところに必ず保管してください。 

販売店様•特約店様へ 

壁掛けユニットの取り付けには特別な技術び必要ですので、設置の 
際には取扱説明書をよ<ご覧の上、設置を行って<ださい。取り付 
け不備や、取り扱い不備、対応モデル(外でのご使用による事故、 
損傷については、当社では責任を負いません。なお、この取扱説明 
書は、取り付け作業後にお客様にお渡しください。 

巧応モデル 対応モデ V レについ口よ予告なく変更になる場合びありまず。 


地上 • BS ，110 度 CS 
デジタル八イビジョン 
液晶テレビ 


KDL -40 J 己000 KDL -40 J 3000 
KDL -32 J 5000 KDL -32 J 3000 


上記外のモデルをお使いの場合は、本製品び使用でをるかどラか 
テレビ本体付属の取扱説明書、またはテレビ本体付属の別冊をあわ 
せてご覧ください。 


SU-WL500 


◎ 2007 Sony Corporation 





ま全のために 

ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されていまず。 
しかし、まちびった使いかたをずると、火災•感電，転倒- 
落下などにより人身事故になることびあり危険でず。事 
故を防ぐために安全のためのを意事項を必ずお守り < だ 
さい。 

警告表示の意味 

取扱説明書では、次のよつな表术をしていまず。表术の 
内容をよく理解してから本文をお読みください。 


この表示のま意事項を守らないと、火災•感 
A 警告 I 量•転倒•落下などにより死亡や大けびなどの 

人身事故につなびることびあります。 

この表示のま意事項を守らないと、けびをし 
A を^ たり周辺の家財に損害を与えたりすることび 

あります。 

を意を促す記号 巧為を禁止する記号 

A A 0 

火災 感電 禁止 


お客様へ 


IA 警告 I 盛 A 

火災 感電 

下記のを意事項を守らないと乂災•感電•転侄!1. 
、落下などにより死亡:や大けわ X の原因となりまず。 


取り付け工事は専門業ちに依頼する 
また取り付けのときは幼児を遠ざける 

正しく取り付けないと、し i (下のよ^ 

ラなことびおこ D ます。取り付け V-y 
は専門業者にご依頼ください。 

•テレビび落ちると、巧撲や骨折 
など大けびの原因となります。 

• 強度の弱い壁や、平面ではなかったり垂直ではない壁に取り 
付けた場合、壁掛けユニットの落下によるけびや破損の原因 
とな D ます。壁は、少なくとちテレビ質量の4倍に耐えられ 
る強度び必要です。（テレビの質量はテレビ本体付属の取扱 
説明書をご覧ください。） 

• 壁への取 D 付けびちろい場合、壁掛けユニットの落下による 
けびや破損の原因となります。 



テレビの移動や取りはずしは、専門の業ちに依頼 
する 

専門業者しツ外の人び移動や取りはずしを行ラと、テレビび落下 
した D して、けびや破損の原因となることびあります。また、 
移動や取りはずしは、必ず2人上で行って<ださい。 


テレビに水などの液体をかけない 

水び入ったり、めれたりすると、火災や感電の原因となります。 

テレビを取り付けたあとはネジなどをはずさない 

テレビび落ちて、けびや破損の原因となります。 


取り付け部品の分解、改造、変更は巧わない 


壁掛けユニットの落下によるけ 
びや破損の原因となることびあ 
D ます。 



対応モデル lU がのものを掛けない 

この壁掛け ユニッ トは対応モデル専用です。対応モデル！;(外の 
物を掛けると、落下によるけびや破損の原因となることびあり 
ふ9 〇 


テレビの通風孔をふさびない 


テレビの上に巧などをかけて通 
風礼をふさぐと、内部に熱びこも 
り、乂巧の原因となることびあ0 


0 

禁止 


よ9 〇 
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テレビ L ソがの荷重を掛けない 


落下によるけびや破損の原因と 
なることびあ D ます。 



テレビに寄りかかったり、ぶ5下びつたりしない 


テレビびはずれ、下敷をになり大 
けびの原因となることびありま 
す。 


0 



テレビを雨や湿気にさ5さない 

水び入ったり、めれたりすると、火災や感電の原因となります。 


A \ ミ主思 

下記のを意事項を守5ないと I ブた X をしたり周辺の 
家貝すに損害を与をた0ずることびを0まず。 


テレビびはみ出すような取り付けはしない 


壁掛け ユニッ トを、柱などのテレ^ 
ビびはみ出してしまラよラな場 
所には取 D 付けないでください。 

身体や物などびぶつかってけび 
や破損の原因となります。 



湿気やほこり、湯気のをい場所、機械的振動の 
をい場所に置かない 

火災や感電の原因となることびあ D ます。 

义のついた□ウソクや燃えやすい物を近くに置か 
ない 

火災を防止するために、テレビから離れた所に置いてください。 


掃除やお手入れのときは、力をかけない 

掃除やお手入れのとをに、テレビの上面に手を置いたり、力を 
かけたりしないでください。テレビの落下によるけびや破損の 
原因となります。 

エアコンの上や下にはテレビを取り付けない 

送風などで直接、風び当たり続けたり、水もれによってめれた 
D すると、火災や感電、故障の原因となることびあ D ます。 


使用上のご注意 

• 壁掛けユニットにテレビを長期間取り付けてご使用さ 
れたとさは、壁の材質によっては、テレビの放熱により、 
背面や上面にあたる壁面び変色したり、壁紙びはびれ 
たりずることびありまず。 

• 壁掛けユニットをいったん取り付けると、はずした場 
合に、壁にネジ巧の跡や壁掛けユニットの取り付け跡 
び残0まず。 

• 壁の中に300 n フィーダー線をずでに使っている場合 
は、壁の中の300 n フィーダー線を75 n 同軸線に変更 
することをおずずめしまず。 

やむを得ず300 n フィーター線を使用ずる場合は、設 
置工事を始める前に、テレビと壁の中にあるフィーダー 
線との距離び充分に確保でさているかを確認してくだ 
さい。 

また、雑音電波などの影響びでない場所などを事前に 
設置業ちの方とご確認のラえ、工事を始めてください。 
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壁掛けユニットを取り付ける 


販売店様 • 特約店様用 
A 警告 

ぉ客様へ 

本製品の取り付けには、確実な作業が必要になり 
ます。おず、販売店や工事店に依頼して、ま全性 
に充分考慮して確実に取り付けを巧ってくださし、。 

販売店様 • 特約店様へ 

lU 下の説明は、ヴービス専用です。を全上のごを 
意をよくお読みの上、設置および保守•点検など 
をを全に行ってください。 


取り付け手順に従って、しっかり取り付ける 

ネジびゆるんでいたり抜けてい 
た D すると、壁掛けユニットび 
落下して、けびや破損の原因と 
なります。壁の巧質に合ったネ 
ジ(径 8 mm 相当4本し义±)で、しっ 
かりと固定してください。 

付属品のネジおよび取り付け金具は、取扱説明書 
の使用方法を守ってご使用ください。また、取扱 
説明書にない代替品を使用すると、落下によるけ 
びや破損の原因となることがあります。 

組み立て手順に従って、正しく組み立てる 

ネジびゆるんでいた D 、 抜けていた D すると、落下によるけび 
や破損の原因となることびあります。 

ネジは指定された位置にしっかりと締め付ける 

テレビび落下して、けびの原因となることびあります。 

取り付け作業中にテレビに衝撃を与えない 

テレビび落下したり、壊れたりして、けびの原因となることび 
あります。 

垂直で平5な壁面にテレビを取り付ける 

垂直ではなかったり、平らではない壁面に取 D 付けると、テレ 
ビび落下して、けびの原因となります。 



取り付け作業が適切に完了した5、ケーブル類を 
固定する 

ケーブル類を足に引っかけた D すると、けびをしたり、テレビ 
を破損した D することびあります。 

電源コードおよび接続ケーブルをはさまないよラ 
にする 

電源コードおよび接続ケーブルを^ 

壁面にはさんだ D 、 無理に曲げた W 
り、 ねじったりすると、な線び露 
出したり、ショート、断線して、 

火災や感電の原因となります。 

取り付けるときには、手や指を傷つけないように 
を意する 

壁掛け ユニッ トやテレビを取り付けるとをに、手や指を傷つけ 
ないよラにごま意ください。 

壁掛けユニットを壁面に固定するネジは付属しま 
せん 

壁の材質や構造に適したネジをご使用 < ださい。 

表紙に記載のある対応モデル外をご使用のとさは、 
必ずテレビ本体付属の取扱説明書、またはテレビ本体 
付属の別冊をあわせてご覧ください。 

巧’ちょっと一言 

テレビ本体付属の取扱説明書をお持ちでない場合は、ソニーの 
ホームページよりダウンロードいただくか、ソニーの相談窓 □ 
までお問い合わせください。ホームページとソニーの相談窓 □ 
については、裏表紙をご覧ください。 
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I 手順 1 :取り付けに化要な部品を 
確認する 


取り付ける壁の材質に合った径 8 mm 柏当4本 L ソ上 
のネジ(付属品ではありません）とドライバーを用 
意ずる。 

徊包を開いて、部品を確認ずる。 



ベースプラケット (2) 



マウンティングフック （2) 


ネジ (+ PSW 6 X 1 6) (4) ネジ (+ BVST 4 X 12) (6) 


六角レンチり） 


11ぺージのテレビ取り付け寸法表を参照し、テレ 
ビの取り付け位置をミ夫める。 

テレビの周囲には、なの図に示す寸法の空をび必要です。 
単位 ： mm 



下図のよラな設置はおやめ < ださい。 





壁の中にケーブル類を配線ずる場合は、あ5かじめ壁に巧を開 
け、配線でをるかをお確かめください。 

12ページの壁面加工用寸法図を参照し、ベースブ 
ラケット取り付け用のネジ巧位置を確認ずる。 


A 警告 


取り付ける壁にはテレビ質量の4倍に耐えられる強度 
を要します。（テレビの質量はテレビ本体付属の取扱 
説明書をご覧 < ださい。)取り付け位置の壁面強度をご 
確認 < ださい。強度び不足する場合は、充分な補強を 
行ってください。 
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手順 3: ベースプラケットを壁に 
取り付ける 


1 ベースブラケットを径 8 mm 柏当4本1ソ上のネジ(付 
属品ではありません)で固定ずる。 

〇マウンティングフックのネジ巧 ( d 、 h ) をべースブラ 
ケットのネジ巧に合わせ、付属のネジ 
( + BVST 4 X 12) でしっかりと留める。 



〇ベースブラケットとマウンティングフックを径 8 mm 
巧当4本上のネジ(付属品ではあ0ません)で固定す 
る。 

なの図で示す4か所の•印のネジ巧に、ゆるみびない 
よラにしっかりとネジ留めする。 

水平になるよラ調整ずる 


m _ m 



ベースプラケット 


包〇でネジ留めしたマウンティングフックを取りはず 
す。 



齡ミま意 1 

ネジを取りはずす際、マウンティングフックの落下にごを意く 
ださい。 


A 警告 

• 壁掛けユニットを壁面に固定するネジは付属しません。必ず、 
壁の材質や構造に適したネジをご用意ください。 

• 強度不足のとさはネジを追加してください。 

• ベースブラケットび確実に壁に取り付け5れたかを確認して 
<ださい。 
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手順 4: テレビの取り付け準備をする 


表紙に記載のある対応モデル LU 外をお使いの場合は、必 
ずテレビ本体付属の取扱説明書、またはテレビ本体付属 
の別冊をあわせてご覧ください。 

1 テレビ後面か5ネジを確実にはずし、テレビか5 
スタンドを引き巧く。 

やわらかい巧などを敷いた台に画面を下にしてテレビを 
載せ、スタンドを引を抜いてください。 

次のテレビをお使いのとき： 

KDL -40 J 5000 / KDL -40 J 3000 



巧のテレビをお使いのとき： 

KDL -32 J 5000 / KDL -32 J 3000 



ごを意 


• 図のよ5にテレビよ0広い台の上に載せて作業して<ださい。 
• 台の上には突起や異物び無いことを®認し、やわ6かい巧な 
どを敷いて作業してください。 


齡注意 1 

• 画面に直接負荷や衝撃びかかると破損したり、傷びつくを挨 
性びあ0ます。 

• テレビ本体とスタンドを同じ水平面上に置くと不安定にな D 
を挨でず。図のよ5にテレビ本体だけを台の上に載せるよ5 
にしてください。 

• スタンドを引き巧くとさは、スタンドをしっかり持つよ5に 
して < ださい。 


電動ドライバーを使用ずる場合、締め付けトルクはお 
よそ 2 N • m |20 kgf - cml に設定してください。 
マウンティングフックのネジ留め(左ち各2本)び完了 
ずる前に、マウンティングフックを持ち上げないでく 
ださい。マウンティングフックやテレビのキヤビネッ 
卜び変形ずる場合びありまず。 


2 13ページのネジ•フック位置一覧表を参照してネジ 
巧位置を確認し、マウンティングフックをテレビ 
後面に固定ずる。 

〇マウンティングフックを付属のネジ （ + PSW 6 X 1 6) 
4本で仮留めをする。 

〇テレビに巧一に固定されるようにしっか D 締め付け 
る。 



下図を参照してマウンティングフックの突起部 
分び、テレビ後面の角巧におさまるよラに位置 
をあわせて < ださい。 



ごミ主意 


マウンティングフックを取0付けるとさは、付属のネジ 
(+ PSW 6 X 16) がは使用しないでください。 







付属の六角レンチを使ってマウンティングフック 
①アームの 角度を調壁ずる。 

テレビを垂直に取り付けて使用する場合のつは、角度調 
整(しツ下〇©)をする必要はあ D ません。左ちのアーム 
ベース®のネジびしっかりと留まっているか確認してく 
ださい。 

〇マウンティングフックのアームベース®から左ちさ 
2本のネジをはずし、変えたい角度の巧をミ夫める 
(5°、10°、15°、 20°) 〇 

〇上のアーム ® と下のアーム@を角度に合わせてネジ 
巧を調整し、手順〇ではずしたネジで両方のアーム 
をしっか D と固定する。 



ごま意 


• 左ちのアームは必ず同じ角度に調整してください。 

• アームびしっかりとネジ留めされているかを確認してくださ 
し、。 


手順5:テレビを壁に取り付ける 


表紙に記載のある対応モデ j レじ(外をお使いの場合は、必ず 
テレビ本体付属の取扱説明書、またはテレビ本体付属の別 
冊をあわせてご覧 < ださい。 


齡警告 1 

ずべての作業び終わるまで、電源コードをコンセント 
につなびないでください。機器などに電源コードをは 
さみこむと、ショートして感電ずる恐れびありまず。 
また、電源コードやテレビを足に引っかけると、転ん 
でけびの原因となることびあ0まず。 


1 テレビに、付属の電源コードおよび接続ケーブル 
をつなぐ。 

テレビの後面に電源コードおよび接続ケーブルをつない 
でください。接続のしかたについては、テレビの取扱説 
巧書をご覧ください。 


ごミ主意 


• テレビをベースブラケットにいったん取り付けると、ケープ 
J レ類をつなばなくなります。 

• 壁の中の配線、電気工事は専門業者にご依頼< ださい。 


拉ミ主意 1 

アームの角度調整の隙は、指をはさまないよラにごを意ください。 


角度調整についてのごま意 


• 表紙に記載のある対応モデル政外をご使用のときは、そ 
れぞれの機器の大ささや寸法などに応じてアームの角度 
調整(0\日°、10\1日°、2日つび制限されることびあり 
ます。 

• 表紙に記載のある対応モデル料外のアームの角度調整を 
行ラ場合は、必ずテレビ本体付属の取扱説明書、または 
テレビ本体付属の別冊をあわせてご覧くださし、。 







テレビをベースブラケットに取り付ける。 

〇13ページのネジ•フック位置一覧表を参照して、マ 
ウンテイングフック上側にあるフックをベースブラ 
ケットの所定の巧に掛ける。 

©テレビをしっか D 持ちなびら、ゆつく D おろす。 


A 警告 

テレビは、必ず2人 L ツ上で持つて移動させてください。 




テレビとベースブラケットをイ寸属のネジ 
( + BVST 4 X 12) で固定ずる。 



ごま意 


電動ドライバーを使用する場合、締め付けトルクはおよそ 
1 .5 N - m l 15 kgf • cml に設定してください。 


A 警告 

ネジ(左ち各1本)をしっかりと締め付けてくださ 
い。このネジの締め付けび不充分だとテレビび 
上に巧されたとき、壁掛け ユニッ トからはずれ、 
落下によるけびの原因となりまず。 


ベースプラケット 







取り付け完了を確認する 


まな仕様 


む下の最終確認を行ってください。 

• マウンティングフックのフックびベースブラケット 
に確実に掛かっていますか。 

• ケーブル類びねじれたりはさまったりしていません 
か。 

• マウンティングフックとベースプラケットを固定し 
ているネジ2か所は確実に締められていますか。 


A 警告 

取り付けた状態での角度調整や不完全な取り付けは絶 
対におやめください。製品の落下によるけびや破損の 
原因となりまず。また、電源コードなどの不適切な処 
理は、ショートによる感電や火災を引さ起こず恐れび 
ありまず。安全のために確認作業を確実に行ってくだ 
さい。 


単位 : mm 
質量: 4.7 ka 



本機の仕様および外観は、改良のため予告な<変更ずる 
ことびありまずび、ご了をください。 


テレビを巧0はずずには 


t 販売店様 • 特痴离 


コンセントから電源コードを巧く。 


2 テレビとベースブラケットを固定しているネジ2本 
をはずず。（ネジ位置は9ページ、手順 5-3 参照） 

〇テレビを上に持ち上げて取りはずず。 



脉え思 I 

• テレビを取りはずすとさは、ケーブル類を引っ掛けないよう 
にごを意ください。 

• テレビを取 D はずすとさは、手やおを傷つけないよ5にごを 
意ください。 


A 警告 

テレビは、必ず2人 L ツ上で持って移動させてください。 
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テレビ取り付け寸法表 

本製品にテレビを取り付けると、それぞれ下記寸法表に記載の数値になりまず。この寸法表を参考に壁に取り付ける位 
置をみめて < ださい。 

下記の表に記載のないテレビを取り付けるとさは、必ずテレビ本体付属の取扱説明書、またはテレビ本体付属の別冊を 
あわせてご覧 < ださい。 



単位 ： mm 



テレビで法 

画面や'。ブ法 

取り付け角度による長さ 

テレビ型ち 

角度 cr 

角度 2 cr 


④ 

(D 

⑥ 

〇 

G 

旦 

旧 

巧 

KDL-40J 5000 /KDL-40J 3000 

981 

643 

157 

505 

170 

338 

622 

543 

KDL-32J 5000 /KDL-32J 3000 

790 

530 

137 

424 

160 

318 

516 

464 


取0付け寸法は取り付け状態により若干異なることびあ0ます。 


A 警告 

取0付ける壁にはテレビ質量の4倍に耐え5れる強度を要します。 
テレビの質量はテレビ本体付属の取扱説明書をご賣ください。 
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ネジ •フッ ク位置 一 覧表 


テレビ型名 

ネジ位置 

フック位置 

KDL-40J 5000 /KDL-40J 3000 

e、g 

b 

KDL-32J 5000 /KDL-32J 3000 

f' j 

c 


ネジ位置 

マウンティングフックをテレビに取り付ける場合 


フック位置 

テレビをベースブラケットに取り付ける場合 



* 上記のテレビ型名表に記載されているモデルでは、 
a のフック位置は使用しません。 
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よくあるお問い合わせ、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 


巧い方相談な口 


フリーダイヤル . 

0120 -333-020 


携帯電話 • PHS ’一部の IP 電話’’ 

046巨-3 1-251 1 


修理巧設巧 □ 

♦ 

フリーダイヤル . 

0120 -222-330 


携帯電話 ’PHS •—部の IP 電話•- 

04巨 6-31-2 己31 


※取扱説明書 ' U モコン等の購入巧談はこちらへお問い含わせください。 



を記番号へ接続を、 
最初のガイダンスが 
流れている間に 

巧 ooj + r#j 

を巧して < ださい。 
直接、担当窓口へ 
おつなぎしまず。 


FAX (共通） 012日- 333-389 


ソニー株式会社〒]日 8-0075 東京都港区港南 1 - 7-1 


Printed in China 








